
『
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

H
暮
Φ
弓
お
翼
δ
昌
9
巳
》
薯
同
Φ
9
9
賦
8
8
．
．
ω
ま
N
£
。
昌
ω
冨
㌧
、蔭

木

英

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い

　
「
松
山
集
』
は
吉
事
令
淳
の
詩
文
集
で
あ
る
。
龍
泉
門
淳
の
経
歴
に
つ
い
て
は

不
明
の
部
分
が
多
い
。
わ
か
っ
て
い
る
部
分
が
少
な
い
と
言
っ
た
方
が
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
の
出
生
か
ら
し
て
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
延
宝
伝
灯

録
』
巻
十
二
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と

　
後
醍
醐
帝
の
落
胤
な
り
。
母
、
一
神
人
有
り
て
身
に
甲
胃
を
掻
ひ
手
に
宝
塔
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
は
ら

　
捧
げ
、
光
を
放
ち
て
身
に
触
る
る
を
夢
み
、
貯
め
て
娠
む
。
既
に
出
で
て
源
氏

　
某
に
賜
ひ
、
尾
の
海
東
郡
に
強
ま
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
確
証
は
な
い
。
後
醍
醐
天
皇
に
は
皇
子
が
多
く
、
『
太
平

記
』
に
は
十
六
人
、
『
本
朝
皇
胤
紹
一
三
』
に
は
皇
子
十
八
人
、
皇
女
十
八
人
と

記
し
て
い
る
。
し
か
し
確
実
な
こ
と
は
不
明
で
、
御
名
す
ら
確
か
め
ら
れ
な
い
皇

子
が
多
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
源
氏
某
の
子
と
し
て
海
東
郡
に
生
ま
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
記
録
に
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
『
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

　
貞
和
二
年
（
＝
一
西
六
）
春
、
十
九
歳
の
後
村
上
天
皇
は
龍
泉
に
詩
を
賜
い
、

海
東
の
牡
丹
を
求
め
ら
れ
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
龍
泉
令
埣
は
御
製
の
韻
に

和
し
て
、

　
夢
は
春
画
に
破
れ
　
塵
事
空
し
く
　
　
夢
破
春
閨
塵
事
空

　
芳
心
一
点
　
遠
く
相
ひ
通
ず
　
　
　
　
芳
心
一
点
遠
相
通

　
同
根
知
り
ぬ
　
巡
れ
天
地
在
る
を
　
　
同
根
知
点
在
天
地

　
花
は
開
く
　
南
山
と
海
東
と
に
　
　
　
花
開
南
山
与
海
東

（
訳
）

　
春
の
ね
や
で
夢
か
ら
醒
め
る
と
俗
事
は
空
し
く
思
わ
れ

　
　
（
丁
度
そ
の
時
）
美
し
い
大
御
心
の
詩
が
届
き
遠
く
離
れ
て
も
心
が
通
じ
あ
い
ま
し
た

　
こ
の
天
地
に
同
じ
根
か
ら
生
ま
れ
た
　
帝
と
拙
僧

　
　
（
同
根
の
）
牡
丹
も
南
山
吉
野
と
海
東
と
に
開
く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

と
奉
答
し
た
。
こ
れ
は
ま
だ
楠
木
正
行
は
健
在
で
、
南
朝
の
勢
の
侮
り
難
い
時
で

あ
っ
た
。
第
三
句
の
”
同
根
”
は
牡
丹
を
さ
す
と
共
に
、
後
村
上
天
皇
と
重
工
令

淳
と
が
、
御
兄
弟
で
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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「
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ

　
　
　
南
朝
主
に
上
る

　
北
斗
以
南
元
一
人
　
　
　
　
　
　
北
斗
以
南
元
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん

　
雲
開
く
天
野
に
城
閲
餐
ゆ
　
　
　
　
　
　
雲
開
天
野
亀
城
閾

　
ロ
ハ
だ
洋
間
裡
の
頭
物
を
拮
じ
　
　
　
　
　
ロ
バ
拮
金
合
裡
頭
物

　
仰
ぎ
て
　
吾
が
君
万
々
の
春
を
祝
ふ
　
　
心
祝
吾
君
万
々
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
起
句
は
『
唐
墨
』
狭
魁
傑
伝
の
”
仁
基
日
、
狭
公
之
賢
北
斗
以
南
一
人
而
已
”

に
拠
る
。
こ
れ
は
則
天
武
豊
の
宰
相
の
狭
量
傑
の
賢
が
天
下
第
一
で
あ
る
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
詩
で
は
北
斗
即
ち
北
朝
に
対
し
て
、
南
朝
の
上
御
一

人
た
る
後
村
上
天
皇
を
さ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
承
句
の
”
天
野
”
は
言
う
ま
で

も
な
く
河
内
の
天
野
山
金
剛
寺
で
あ
る
。
後
村
上
天
皇
は
正
平
九
年
（
＝
二
五

四
）
十
月
廿
八
日
に
無
名
生
か
ら
天
野
に
行
幸
さ
れ
、
同
十
四
年
廿
三
日
に
観
心

寺
に
遷
幸
さ
れ
る
ま
で
金
剛
寺
に
滞
在
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
転
句
の
金
合
（
金
の

箱
）
は
も
ち
ろ
ん
金
剛
（
寺
）
に
掛
け
て
い
る
の
だ
し
、
裡
頭
も
内
裏
の
意
味
を

含
ま
せ
て
い
る
。
一
首
を
口
語
に
訳
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
天
下
に
御
英
明
な
の
は
南
朝
の
上
御
一
人

　
雲
晴
れ
る
天
野
山
に
皇
居
の
御
門
が
甘
え
る

　
た
だ
金
剛
経
の
真
理
を
体
し
て
金
剛
寺
に
お
わ
す
お
方
を

　
仰
ぎ
み
て
吾
が
君
の
万
歳
を
お
祝
い
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
ず

南
朝
の
衰
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
龍
泉
令
埣
は
後
村
上
帝
の
千
代
万
の
御
繁
栄
を

祝
い
願
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
詩
も
彼
が
後
醍
醐
天
皇
の
庶
子
で
あ
る
と
い

う
傍
証
と
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
母
を
実
す

　
捺
乱
た
る
繁
糸
　
散
じ
て
収
ま
ら
ず
　
擦
乱
言
糸
散
巨
艦

　
十
分
の
消
息
　
眉
頭
に
在
り
　
　
　
　
十
分
消
息
在
眉
頭

　
空
桑
葉
落
ち
て
風
薫
琶
　
　
空
桑
葉
落
風
薫
麸

　
一
抹
の
斜
陽
　
幾
度
か
愁
ふ
　
　
　
　
一
抹
斜
陽
幾
度
愁

龍
泉
の
母
が
ど
う
い
う
人
で
あ
っ
た
か
は
全
く
不
明
だ
が
、
右
の
作
品
は
母
が
亡

く
な
っ
た
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
起
・
承
句
の
意
味
は
充
分
理
解
で
き
ぬ
。
”

墨
糸
”
と
い
う
の
は
、
第
三
旬
の
空
摺
（
悪
の
名
）
か
ら
考
え
る
と
琴
悪
の
絃
の

こ
と
だ
ろ
う
か
。
『
唐
笠
釈
文
』
に
よ
る
と
、
”
大
功
の
喪
有
る
者
、
其
の
琴
麸
を

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

按
じ
て
以
て
哀
を
助
く
る
を
謂
ふ
”
　
（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
龍
泉

は
母
を
喪
っ
た
哀
し
み
を
深
め
る
為
に
琴
悪
（
“
空
合
”
器
差
）
を
撫
す
の
で
あ
ろ

う
。
承
句
の
眉
頭
は
誰
の
“
眉
の
あ
た
り
”
な
の
か
。
瞑
目
し
た
母
の
死
顔
か
、

そ
れ
と
も
龍
骨
の
眉
か
。
私
は
両
方
を
含
め
て
い
る
と
解
し
た
い
。
”
消
息
”
は

時
の
移
り
変
り
の
義
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
眼
目
は
転
句
に
あ
る
。
“
至
芸
”
の
語

に
は
、
ω
球
の
名
、
②
僧
侶
（
こ
こ
は
龍
泉
自
身
を
い
う
）
、
ゆ
孔
子
の
生
地
（
野

木
を
産
し
櫛
占
を
作
る
）
、
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
『
呂
氏
春
秋
』
に
次
の
よ
う
な

話
が
あ
る
。
股
の
賢
相
の
伊
タ
の
母
が
伊
水
の
ほ
と
り
で
孕
ん
だ
時
、
夢
に
神
の

お
告
げ
を
受
け
た
が
、
そ
れ
を
実
行
し
な
か
っ
た
の
で
空
曇
と
化
し
て
し
ま
っ

た
。
後
に
有
洗
氏
の
女
が
桑
を
摘
ん
で
い
る
時
、
こ
の
空
桑
の
中
か
ら
嬰
児
を
発

見
し
て
其
の
君
に
献
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
龍
泉
令
埣
は
自
分
の
出
生
の
秘
話

を
こ
の
”
空
桑
”
伝
説
に
か
ら
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
“
空
桑
書
落
”
の
四

字
は
身
籠
っ
た
ま
ま
源
氏
某
に
嫁
し
た
母
の
死
を
意
味
す
る
と
共
に
、
空
桑
1
1
僧

侶
た
る
自
分
の
落
碗
を
も
暗
喩
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て

「
実
母
」
を
ロ
語
訳
す
る
と
、

　
　
　
か
な

　
乱
れ
奏
で
る
琴
の
音
は
空
し
く
消
え
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あ
た
り

　
時
の
移
り
変
り
は
眉
の
辺
に
充
分
う
か
が
え
る

　
桑
の
葉
は
落
ち
て
　
秋
風
さ
び
し
く

　
ひ
と
　
一
は
け
で
画
い
た
よ
う
な
落
日
に
向
か
い
　
愁
い
に
沈
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

と
な
る
。
結
句
の
”
一
抹
”
は
、
琴
の
演
奏
の
時
、
弦
を
お
さ
え
て
抑
揚
を
つ
け

る
こ
と
を
も
意
味
し
、
空
桑
の
縁
語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
沮
ん
で
み
る

と
、
縁
語
・
故
事
を
内
包
し
た
な
か
な
か
巧
み
な
作
品
で
あ
り
、
　
”
散
”
　
”
空
”

”
蒲
懸
”
　
”
葉
落
”
　
”
斜
陽
”
　
”
愁
”
の
用
語
は
す
べ
て
母
を
亡
く
し
た
悲
し
み

を
表
現
し
て
い
る
。

　
龍
泉
令
淳
が
尾
張
国
海
東
郡
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
、
　
「
洩
上
人
の
洛
陽
よ
り

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

海
東
に
来
る
を
謝
す
」
　
「
京
の
万
寿
を
辞
し
海
東
に
帰
る
」
と
い
う
詩
題
が
、
薄

弱
で
は
あ
る
が
傍
証
と
な
る
。
海
東
郡
に
居
住
す
る
源
氏
某
、
つ
ま
り
龍
泉
の
養

義
父
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
史
料
が
見
当
ら
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
。
龍
泉
令
淳
が
生
ま
れ
故
郷
の
海
東
郡
で
落
ち
着
く
所
と
い

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

え
ば
「
海
東
の
瑞
松
よ
り
万
松
山
円
通
に
遷
住
す
」
　
「
万
松
よ
り
瑞
松
に
遷
り
、

口
占
一
首
」
と
い
う
題
に
よ
っ
て
、
瑞
松
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

　
『
延
宝
伝
灯
録
』
に
よ
る
と
、
乳
母
が
仏
教
に
深
く
帰
依
し
、
し
か
も
仏
理
に

よ
く
通
じ
て
い
た
の
で
、
龍
泉
は
そ
の
教
え
を
受
け
”
衆
生
本
実
相
を
具
す
”
こ

と
を
理
解
し
、
虎
関
師
錬
に
参
侍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ば

　
　
　
円
通
に
て
雨
に
阻
ま
れ
友
人
に
寄
す

　
少
年
　
此
に
在
り
て
師
窓
に
学
び
し
も
　
少
年
在
此
学
師
窓

　
今
日
帰
り
来
れ
ば
　
事
同
じ
か
ら
ず
　
　
今
日
帰
来
事
不
同

　
広
脇
山
中
の
老
尊
者
　
　
　
　
　
　
　
　
広
脇
山
中
老
尊
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
雲
を
興
し
雨
を
致
し
　
神
通
を
展
ぶ
　
　
興
雲
話
線
展
神
通

　
　
　
　
　
　
『
松
山
集
」
解
釈
と
鑑
賞

円
通
と
は
東
福
寺
西
に
あ
っ
た
三
聖
寺
の
開
山
塔
万
松
山
円
通
広
脇
寺
で
、
下
関

の
師
の
東
山
湛
照
の
塔
頭
で
あ
る
。
起
句
に
よ
っ
て
、
少
年
時
代
に
円
通
寺
で
虎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

関
に
学
ん
で
い
た
こ
と
が
分
る
。
　
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
　
（
龍
信
望
埣
編
）
　
に
よ

る
と
、
虎
牙
が
円
通
寺
に
住
し
て
い
た
の
は
、
正
中
元
年
（
＝
三
一
四
）
四
十
七

才
の
四
月
十
一
日
か
ら
、
嘉
暦
元
年
（
＝
二
二
六
）
十
月
に
三
聖
寺
に
遷
る
ま
で

の
二
年
余
り
で
、
龍
泉
の
少
年
時
代
の
起
句
の
思
い
出
は
こ
の
頃
の
も
の
で
あ
ろ

　
　
　
　
ひ
ん
で
い
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

う
。
又
、
兄
弟
の
東
川
弁
蓋
に
あ
て
た
「
痴
愚
侍
者
書
」
の
中
で
も
少
年
時
代
の

こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
昔
、
某
も
也
幼
く
且
つ
愚
か
な
り
き
。
嘗
て
謂
へ
ら
く
、
　
「
博
く
講
騨
（
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ

　
講
ず
る
場
所
）
に
遊
び
、
勇
ら
に
経
史
を
括
ね
、
（
五
経
や
史
書
を
研
究
し
）
生
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

　
は
空
言
を
託
し
、
死
し
て
は
其
の
文
を
伝
へ
ん
」
と
。
今
や
志
衰
へ
力
臨
る
。

当
代
の
碩
学
の
僧
虎
関
師
錬
に
侍
し
て
、
向
学
心
が
旺
盛
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
龍
泉
令
埣
及
び
関
連
事
項
の
略
年
譜
を
あ
げ
て
お
く
。

元
弘
二
年

三
年

建
武
元
年

延
元
二
年

暦
応
二
年

目1332
）

　1334
）
　1333
）

　1339
）
　1337
）

△
三
月
後
醍
醐
天
皇
、
隠
岐
に
遷
幸
。

五
月
、
虎
関
は
再
び
『
元
亨
釈
書
』
を
光
顕
帝
に
奉
る
。

九
月
二
十
日
、
虎
関
、
東
福
寺
の
住
持
と
な
る
。

△
五
月
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
。

十
一
月
、
虎
関
、
達
摩
忌
を
明
達
楚
俊
や
山
蛭
正
澄
に
勧
め
る
。

正
月
四
日
、
東
福
寺
炎
上
。

春
、
龍
泉
は
済
北
庵
に
住
す
。

十
二
月
、
虎
関
、
東
福
寺
を
退
き
済
三
星
に
帰
る
。

四
月
八
日
、
虎
関
、
三
聖
寺
を
退
き
東
福
寺
に
面
住
。

八
月
、
北
畠
顕
家
が
再
び
西
上
の
途
に
つ
く
。

三
月
十
四
日
、
虎
関
、
南
禅
寺
住
持
と
な
る
。
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四
年

貞
和
二
年

　
　
四
年

観
応
元
年

　
　
二
年

　
　
三
年

文
和
二
年

三
年

頃
　
四
年

延
文
元
年

　
　
三
年

　
　
五
年

『
松
山
集
」
解
釈
と
鑑
賞

　1350
）

　　　　　　　　　　　　
1348　　　　1346　　1341
）　　　　　　）　　　　）

　1353
）
　　　　　　
1352　　1351
）　　　　）

　1360
）

　　　　　　　　　　　　　　
1358　1356　1355　　　　3154
）　　）　　）　　　　　　）

正
月
十
八
日
、
虎
関
南
禅
寺
よ
り
海
蔵
院
に
退
く
。

六
月
以
降
、
北
畠
親
房
常
陸
に
転
戦
。

春
、
瑞
松
院
で
後
村
上
天
皇
に
和
韻
し
、
牡
丹
を
奉
呈
。

七
月
二
十
四
日
、
虎
関
師
錬
示
寂
。

正
月
、
楠
正
行
、
四
条
畷
に
戦
死
。
後
村
上
天
皇
、
吉
野
よ
り
賀
名
生
に

移
る
。

龍
泉
、
三
聖
寺
首
座
と
な
る
。
　
「
殿
前
の
菩
提
樹
を
見
て

感
有
り
」
の
作
。

足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
の
不
和
続
く
（
観
応
の
擾
乱
）
。

五
月
、
龍
泉
は
帰
朝
せ
る
性
海
霊
見
に
虎
関
の
伽
梨
を
渡

し
遺
命
を
伝
え
る
。

二
月
、
足
利
直
義
毒
殺
？
さ
れ
る
。

六
月
、
光
厳
、
光
明
、
崇
光
の
三
上
皇
、
賀
名
生
に
移
ら
れ
る
。

「
癸
三
春
三
三
」
　
「
癸
巳
歳
大
風
後
還
松
山
修
破
屋
」
の

作
あ
り
。

六
月
、
楠
正
儀
ら
京
都
に
攻
め
入
り
、
足
利
義
詮
近
江
に
走
る
。

「
甲
午
歳
歴
署
旅
感
而
作
」
の
作
あ
り
。

三
月
、
三
上
皇
河
内
の
天
野
山
金
剛
寺
に
移
る
。

「
乙
未
夏
六
月
不
雨
云
々
」
の
作
あ
り
。

「
丙
申
中
秋
云
々
」
の
作
あ
り

十
二
月
八
日
、
円
通
寺
住
持
龍
泉
上
表
し
『
元
亨
断
書
』

の
三
蔵
を
請
う
。

夏
、
三
三
は
万
松
山
承
天
寺
に
住
す
。
冬
、
舟
を
買
い
尾

張
に
向
う
。

六
月
十
日
、
『
元
亨
釈
書
』
入
蔵
の
勅
許
あ
り
。

六
年

貞
治
三
年

四
年

口

　1365
）

　　　　　　　
1364　　　1361
）　　　　　）

「
舟
中
元
日
」
　
「
自
万
松
還
瑞
松
口
占
」
の
作
あ
り
。

十
二
月
、
南
朝
軍
、
京
に
迫
る
。

正
月
、
無
比
単
況
ら
『
元
亨
釈
書
』
を
刻
す
。

八
月
廿
八
日
、
龍
泉
京
の
万
寿
寺
住
持
と
な
る
。

「
乙
巳
仲
春
入
内
口
号
」
の
作
あ
り
。

七
月
十
九
日
、
円
通
寺
を
諸
山
位
と
す
る
。

十
二
月
十
一
日
、
龍
泉
海
蔵
院
で
示
寂
。

　
略
年
譜
で
わ
か
る
よ
う
に
、
龍
泉
令
埣
の
詩
文
集
を
『
松
山
集
』
と
い
う
の

　
　
　
　
か
　
た

は
、
彼
が
三
三
し
或
は
住
持
し
た
寺
院
に
因
ん
で
命
名
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
瑞
松
院
、
万
松
山
円
通
広
脇
寺
、
万
松
山
承
天
寺
。
瑞
松
院
も
、
龍
田
師
見
に

宛
て
た
書
簡
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り

　
某
白
、
龍
田
座
元
足
下
。
好
兄
野
臥
大
元
行
也
、
予
先
住
拠
尾
之
松
山
焉
。

と
記
し
て
、
松
山
と
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
龍
泉
は
「
送
知
幾
富
者
」
の
七
絶

で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
松
山
所
有
す
る
は
ロ
バ
だ
風
月
　
　
　
松
山
所
有
只
風
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

と
詠
じ
て
、
　
”
松
山
”
の
二
字
に
清
風
明
月
の
詩
心
を
籠
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
松
山
集
』
　
（
五
山
文
学
全
集
第
一
輯
に
所
収
）
の
内
容
を
分
類
し
て
み
る
と
、

　
　
　
げ
じ
ゆ

　
ω
偶
頗
　
五
百
五
十
五
首
　
（
七
言
律
詩
二
首
の
ほ
か
は
み
な
七
言
絶
句
）

　
②
　
賦
　
　
二
首
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個
　
書
　
　
十
一
篇

　
四
銘
　
　
五
篇

　
㈲
　
説
　
　
六
篇

で
、
七
言
絶
句
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
。
彼
の
師
の
下
関
唐
戸
の
詩
文
集
『
済

北
集
』
は
、
　
『
松
山
集
』
の
三
倍
以
上
の
分
量
を
有
す
る
が
、
詩
偶
と
文
と
の
比

率
は
『
松
山
集
』
と
逆
で
あ
る
。
で
は
、
龍
泉
の
方
が
虎
関
よ
り
詩
藻
が
豊
か
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
自
身
は
、

　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ど

　
才
短
な
れ
ど
吟
多
く
錦
嚢
に
挑
む
（
呈
天
龍
和
尚
）

と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
作
品
を
分
析
し
味
読
す
れ
ば
、
こ
の
述
懐
が
単
な
る
自
卑

の
語
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
首
だ
け
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
藤
尚
書
の
「
隠
を
求
む
」
の
韻
に
答
ふ

　
百
年
の
礼
楽
　
尊
官
に
属
し
　
　
　
　
　
　
百
年
礼
楽
属
軽
舟

　
名
政
　
人
に
薫
り
て
猛
寛
と
称
せ
ら
る
　
　
名
政
薫
人
称
猛
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぽ

　
堂
下
　
幸
ひ
に
椀
を
植
う
る
地
を
余
す
　
　
堂
下
里
余
植
梶
地

　
門
に
当
っ
て
　
楊
柳
看
る
に
堪
へ
ず
　
　
　
当
門
楊
柳
不
堪
看

ま
だ
大
臣
に
昇
進
す
る
余
地
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
別
離
を
象
徴
す
る
楊
柳
を
見
る

に
堪
え
ら
れ
ま
せ
ん
一
1
と
い
う
意
味
の
詩
で
、
承
句
の
”
猛
寛
”
は
『
春
秋
左

氏
伝
』
昭
王
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
仲
尼
日
（
中
略
）
寛
以
済
猛
、
猛
以
済
寛
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
け

を
典
拠
と
す
る
。
　
”
猛
く
厳
し
い
態
度
に
よ
っ
て
、
寛
大
な
政
治
に
よ
っ
て
生
じ

　
　
　
　
ち
る

る
民
心
の
弛
み
を
救
う
”
と
い
う
意
を
含
ま
せ
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
猛
寛

は
詩
語
と
し
て
は
生
硬
で
あ
る
の
を
免
れ
ぬ
。
師
の
虎
関
は
、

　
詩
は
熟
語
（
古
人
も
よ
く
使
っ
て
熟
し
た
語
）
を
貴
び
て
生
語
を
賎
し
く
す
れ
ど
、

　
　
　
　
　
　
『
松
山
集
」
解
釈
と
鑑
賞

　
上
才
の
者
は
時
に
或
は
生
語
を
用
ひ
て
句
意
豪
奇
な
り
。
　
（
『
済
北
集
』
巻
十

　
一
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
龍
泉
は
こ
の
賎
し
め
ら
れ
た
生
語
（
こ
こ
で
は
猛
寛
が
そ
れ
に

当
る
）
を
駆
使
し
得
る
上
才
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

日

　
龍
泉
令
埣
の
詩
の
特
色
の
第
一
は
、
日
常
の
些
細
な
も
の
の
中
に
も
仏
道
の
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
じ
ゆ

理
を
見
よ
う
と
す
る
心
意
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
偶
頒
的
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
じ
ゆ
ん

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
一
歩
誤
れ
ば
抹
香
臭
く
な
り
、
疏
筍
の
気
陰
々
た
る
作

品
に
堕
す
危
険
性
が
あ
る
。

　
　
　
雪
を
煮
て
茶
を
煎
る

　
雪
花
点
ず
る
処
　
竹
炉
響
く

　
　
　
　
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
れ

　
蟹
歩
の
声
消
ゆ
　
蟹
眼
の
叢

　
一
た
び
神
通
に
上
れ
ば
　
小
々
に
非
ず

　
半
升
の
錨
裡
に
　
春
風
を
煮
る

こ
れ
は
茶
釜
の
底
か
ら
沸
き
出
る
小
難
に
、

で
あ
る
。

　
　
　
梨
子

　
花
落
ち
し
春
梢
に
　
白
雪
乾
き

　
み
　
実
垂
る
る
秋
朶
は
玉
霜
の
団

　
修
因
感
果
も
亦
た
是
の
如
し

　
咬
著
す
れ
ば
分
明
な
り
　
牙
歯
寒
し

雪
花
点
翠
竹
炉
紅

蟹
歩
声
機
業
眼
叢

　
一
上
神
通
非
小
々

半
升
錨
裡
煮
春
風

モ
ナ
ド
的
世
界
を
見
る
道
人
の
観
察

花
落
春
梢
白
雪
乾

実
垂
秋
朶
玉
霜
団

要
因
感
果
亦
如
是

咬
著
分
明
牙
歯
寒
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「
松
山
集
」
解
釈
と
鑑
賞

こ
の
詩
は
問
対
の
技
法
を
用
い
て
、
春
の
梨
花
と
秋
の
豊
実
に
因
果
の
理
を
予
見

す
る
。
起
・
承
句
は
事
法
界
（
眼
前
の
現
象
的
世
界
）
を
う
た
い
、
転
句
は
理
事
無

擬
法
界
（
真
理
の
世
界
と
現
象
世
界
が
一
体
不
二
で
あ
る
世
界
）
を
看
取
し
て
お
り
、

結
句
で
は
作
者
は
梨
の
実
を
咬
み
瞬
い
て
事
々
無
擬
の
世
界
（
色
即
是
空
、
空
即
是

色
の
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
）
を
自
己
の
腹
中
に
収
め
ん
と
し
て
い
て
、
　
”
花
紅
柳

　
　
　
　
　
う
た

緑
”
の
境
を
詠
い
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
詩
と
し
て
ロ
マ
ン
が
欠
け
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

が
難
点
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
訓
む
の
は
俗
人
の
俗
解
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん

て
、
龍
泉
令
淳
に
と
っ
て
は
、
そ
う
い
う
批
難
も
”
我
関
せ
ず
焉
”
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
鱈
難

　
攻
中
の
天
地
　
一
封
彊
　
　
　
　
　
　
　
　
次
中
天
地
一
封
彊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
し

　
稿
壌
と
黄
泉
　
興
味
長
え
な
り
　
　
　
　
稿
壌
黄
泉
興
味
長

　
躁
進
由
来
我
が
事
に
非
ず
　
　
　
　
　
　
　
躁
進
由
来
非
我
事

　
　
　
ぼ
う
か
い

　
他
の
膨
蟹
（
ど
う
が
に
）
の
乱
れ
て
　
　
　
　
笑
他
膨
蟹
三
相
忙

　
相
ひ
忙
し
き
を
笑
ふ

土
中
の
小
動
物
を
見
て
も
、
直
ち
に
人
間
界
の
超
俗
と
、
そ
し
て
出
世
争
い
と
を

看
取
す
る
堂
島
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
然
界
を
活
写
す
る
冥
罰
の
行
間
に
、
自

己
の
心
情
や
宗
教
的
真
実
を
響
か
せ
る
の
な
ら
詩
味
も
深
い
で
あ
ろ
う
が
、
泥
に

ま
み
れ
て
壷
め
く
み
み
ず
や
泥
が
に
を
、
す
ぐ
人
間
界
に
短
絡
的
に
結
び
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
の
り

所
に
、
強
い
疏
筍
の
気
を
漂
わ
す
憾
み
が
あ
る
。

　
龍
泉
の
詩
の
特
色
の
第
二
は
、
身
辺
の
小
事
を
題
材
に
詩
作
す
る
こ
と
で
あ

る
。
「
偲
偶
」
「
豆
粥
」
「
帽
子
」
「
忍
刀
」
「
磁
」
「
蜘
蛛
」
「
蝸
」
な
ど
は
ロ
マ
ン

溢
れ
る
唐
詩
に
は
見
ら
れ
ぬ
詩
題
で
あ
り
、
散
文
的
な
宋
代
に
な
っ
て
よ
く
吟
じ

ら
れ
た
。
そ
れ
は
師
の
虎
塗
師
錬
ゆ
ず
り
の
詩
風
で
あ
る
。
「
醤
」
　
「
狸
」
「
蝶
」

「
木
腱
」
「
餌
髄
」
「
長
春
花
」
「
烹
雪
煎
茶
」
な
ど
は
、
『
済
北
砂
』
『
松
山
集
」

何
れ
に
も
見
ら
れ
る
詩
題
旧
で
あ
る
。
ひ
と
つ
師
弟
同
題
の
作
品
を
並
べ
て
み
よ

う
。

　
　
木
理

斤
斧
労
す
と
錐
も
　
彫
琢
無
く

身
を
奮
っ
て
幾
度
か
泥
塗
に
入
る

謝
公
は
東
山
の
上
を
識
ら
ず

け
っ
し

欠
歯
の
貞
門
　
老
胡
を
笑
ふ

　
虎
関
師
錬

磨
斧
指
労
彫
琢
無

煙
身
幾
度
入
御
塗

謝
公
不
識
東
山
上

欠
歯
石
門
笑
老
胡

〈
訳
〉
苦
労
し
て
切
り
出
し
た
木
で
（
作
っ
た
下
駄
だ
が
）
細
工
を
加
え
ず

（
履
い
て
）
ひ
よ
い
ひ
よ
い
身
を
跳
ら
せ
て
泥
道
を
渡
る

（
漸
江
省
臨
安
の
東
山
に
隠
棲
し
た
）
謝
安
は
東
山
の
頂
上
を
識
ら
な
い

（
前
歯
を
折
っ
た
下
駄
は
登
山
に
よ
い
の
だ
が
謝
安
は
そ
れ
を
知
ら
ず
）
私
は
欠
け
た
前

　
歯
で
達
磨
を
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

『
後
漢
書
』
の
五
行
志
に
”
延
煮
中
、
京
都
長
者
、
皆
著
木
展
”
と
あ
っ
て
、

　
げ
き

書
展
（
下
駄
）
　
は
都
の
長
者
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
承
句
の
泥
塗
は
名
利
に
汚
れ
る

俗
世
を
暗
喩
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
反
し
、
晋
の
謝
安
は
俗
世
を
避
け
て
東

山
に
高
臥
し
た
の
だ
が
、
東
山
に
住
み
な
が
ら
東
山
の
頂
上
を
識
ら
ぬ
と
い
う
の

は
、
本
来
具
有
の
自
己
の
仏
性
に
気
付
か
ぬ
隠
者
を
皮
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

ま
た
、
こ
れ
は
”
東
山
水
上
行
〃
と
い
う
、
動
静
二
相
を
超
越
し
た
公
案
を
念
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
お
い
て
の
転
句
で
も
あ
ろ
う
。
『
無
門
関
』
四
十
一
に
．
欠
歯
の
老
胡
、
十
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
だ
い
る
　
し

里
の
海
を
航
し
て
特
々
と
し
て
来
る
”
と
い
う
文
が
あ
り
、
達
磨
は
菩
提
流
支
等

に
憎
ま
れ
て
毒
殺
さ
れ
よ
う
と
し
、
そ
の
為
に
歯
が
抜
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
登
山
に
便
利
な
よ
う
に
前
歯
を
折
っ
た
下
駄
を
は
い
た
虎
関
は
、
欠
歯
の
達
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磨
に
笑
い
か
け
る
。
欠
歯
が
欠
歯
を
笑
う
1
自
己
と
達
磨
と
一
如
の
境
を
結
句

で
詠
じ
て
い
る
の
だ
が
、
全
篇
を
通
じ
て
、
大
ら
か
な
虎
関
の
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ

さ
せ
る
で
は
な
い
か
。
三
嘆
の
作
は
ど
う
か
。

　
　
木
雇

　
　
　
　
　
　
こ
ん

旧
日
の
草
鮭
の
眼
を
踏
翻
し

一
著
　
孤
高
　
嶺
嶺
に
到
る

欠
却
せ
る
当
該
　
馬
歯
を
看
れ
ば

祖
師
は
我
が
脚
頭
辺
に
在
り

　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
じ

く
訳
V
こ
れ
ま
で
の
草
鞍
を
は
き
か
え
て

下
駄
を
つ
け
、
た
だ
一
人
山
頂
に
登
る

欠
け
た
前
歯
を
み
て
み
る
と

祖
師
達
磨
は
自
分
の
足
元
に
お
ら
れ
た

　
龍
泉
令
淳

踏
繰
旧
日
草
鞍
眼

一
著
孤
高
到
嶺
鎭

欠
却
当
官
板
歯
看

祖
師
在
我
脚
頭
辺

（
脚
下
照
顧
）

龍
泉
の
詩
は
真
摯
な
仏
教
徒
の
作
品
で
あ
る
。
　
”
孤
高
”
　
”
一
著
”
の
用
語
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
特
に
結
句
に
於
て
両
者
の
作
品
の
個
性
的
差
異
が
顕
著
に
表
れ

て
い
る
。
同
じ
く
宋
詩
的
に
身
辺
小
事
を
う
た
う
の
だ
が
、
師
弟
二
人
の
詩
風
に

は
大
き
な
距
り
が
あ
る
。

　
特
色
の
第
三
は
、
龍
泉
は
悲
し
み
の
情
を
よ
く
二
十
八
字
に
表
白
す
る
こ
と
で

あ
る
。
悲
哀
を
抑
制
せ
ず
に
う
た
う
の
は
非
宋
詩
的
で
あ
る
の
だ
が
、
（
吉
川
幸
次

郎
「
宋
詩
概
説
」
三
四
頁
以
下
）
龍
泉
の
悲
哀
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
関
西
又
乱
る
る
と
聞
く

　
誰
か
防
意
城
の
如
し
と
解
す
る
を
知
ら
ん
　
　
　
知
馬
防
意
解
若
齢

　
林
下
　
身
閑
か
な
れ
ど
事
驚
き
易
し
　
　
　
　
　
林
下
身
閑
事
易
驚

　
風
は
西
南
よ
り
泪
北
に
来
り
　
　
　
　
　
　
　
風
自
西
南
昏
酔
北

　
　
　
　
　
　
『
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

愁
腸
未
だ
必
ず
し
も
秋
声
に
在
ら
ず
　
　
　
　
　
愁
腸
未
必
在
秋
声

く
訳
V
「
私
欲
を
防
ぐ
こ
と
城
の
よ
う
に
（
堅
く
）
」
と
誰
が
言
っ
た
の
か
。

禅
林
に
住
む
私
は
閑
居
し
て
い
て
も
　
事
毎
に
心
を
痛
め
る
。

（
戦
乱
の
）
風
評
は
西
南
か
ら
洛
北
に
き
た
り
、

悲
し
み
は
秋
風
の
音
だ
け
と
は
限
ら
な
い
の
だ
。

起
句
は
朱
烹
「
敬
斎
箴
」
の
”
守
口
如
瓶
、
防
意
如
城
”
に
拠
っ
て
い
る
。

　
禅
林
で
超
俗
閑
静
に
暮
す
龍
泉
だ
が
、
は
っ
と
建
つ
か
れ
悲
愁
の
思
い
を
起
さ

せ
る
も
の
は
戦
火
で
あ
っ
た
。
起
句
は
整
斉
で
な
い
。
承
句
の
”
林
下
”
は
、
官

寺
の
”
叢
林
”
に
対
す
る
語
で
、
私
刹
の
小
寺
を
い
う
の
で
あ
り
、
龍
泉
の
（
官

寺
に
出
住
し
得
な
い
？
）
微
妙
な
心
理
を
写
す
用
語
か
。
こ
の
ほ
か
『
松
山
集
」

に
は
、
「
乱
後
見
旧
趾
感
懐
」
「
休
征
」
な
ど
戦
乱
を
詠
う
作
品
が
あ
り
、
後
醍
醐

天
皇
の
庶
子
と
い
わ
れ
る
龍
泉
が
戦
火
に
＝
暑
一
憂
す
る
の
は
、
教
義
や
論
理
を

起
え
た
血
肉
の
情
か
ら
で
あ
っ
た
。
詞
書
周
信
の
よ
う
に
、

　
興
亡
　
禅
僧
の
眼
に
上
ら
ず
（
次
韻
東
光
弔
大
塔
兵
部
卿
親
王
）

　
遊
人
興
亡
の
事
に
管
せ
ず
（
題
後
鳥
羽
帝
桐
）

と
い
う
心
境
に
は
と
て
も
な
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
わ
ら
び

　
　
　
蕨
を
煽
る

　
峰
候
　
予
防
　
金
鼓
頻
り
に
し
て
　
　
　
　
燈
候
三
論
金
鼓
頻

　
架
飛
び
花
落
つ
　
乱
離
の
春
　
　
　
　
　
紫
飛
花
落
乱
離
春

　
偶
然
今
占
む
　
首
陽
の
景
　
　
　
　
　
　
　
偶
然
今
要
急
陽
景

　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

　
山
中
窮
餓
の
人
と
作
ら
ん
こ
と
を
恐
る
　
　
恐
作
山
中
天
餓
人

　
く
訳
V
の
ろ
し
、
拍
子
木
、
鐘
太
鼓
が
頻
繁
に
鳴
り

　
わ
た

　
案
や
花
が
ひ
ら
ひ
ら
落
ち
る
憂
い
の
春
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「
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

た
ま
た
ま
（
巨
象
羽
釜
が
蕨
を
取
っ
て
餓
死
し
た
）
首
陽
山
の
景
色
を
見
て
、

私
は
山
中
で
飢
え
苦
し
む
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。

南
朝
皇
統
の
血
を
稟
け
る
彼
は
、
戦
乱
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
て
ど
ん
な
に
胸
を

痛
め
た
こ
と
か
。
北
朝
や
足
利
幕
府
を
大
檀
越
と
す
る
葦
寺
に
掛
錫
し
て
、
自
己

の
地
位
の
不
安
定
を
恐
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
結
句
は
采
蕨
一
首
陽
山
－
餓
死

の
、
単
な
る
古
史
の
想
起
で
は
な
く
、
生
々
し
い
現
実
の
不
安
を
詠
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
自
己
の
出
生
に
ま
つ
わ
る
不
安
を
心
底
に
持
つ
龍
泉
は
、
　
”
断
腸
”
の
語
を
屡

々
用
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
O

o＠＠oo＠o
屠
門
大
囑
秋
風
裡

等
是
管
頭
雨
滴
処

即
今
巴
峡
月
明
外

筆
下
風
雷
黙
中
語

声
前
盛
所
知
音
質

手
分
滑
樹
帯
春
祭

三
儀
雪
融
挑
錦
嚢

、
　
O
　
　
O

腸
断
長
安
落
葉
頻
（
賀
源
威
衛
能
治
関
西
）

　
　
ヘ
　
へ
　
む
　
む

風
鬼
認
作
断
腸
声
（
寒
雨
）

ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

未
必
聴
声
量
断
腸
（
猿
）

む
　
　
む
　
　
ヘ
　
　
へ

断
腸
未
必
在
昏
惑
（
三
塁
厳
書
見
次
博
多
海
浜
韻
）

　
　
　
　
　
む
　
　
む

落
々
迎
秋
空
断
腸
（
種
梧
桐
）

む
　
む

腸
断
黒
雲
欲
莫
辺
（
不
図
云
々
）

山
中
風
景
説
難
当
　
主
人
眼
裡
渾
閑
事
　
游
客
時
々

　
　
　
自
断
腸
（
呈
天
龍
和
尚
）

ヘ
　
　
へ

傍
点
の
語
は
、
彼
の
断
腸
が
主
観
的
内
発
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
龍
泉
の
詩
の
一
つ
の
特
色
は
偶
頒
的
色
彩
の
強
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
彼
が
真
摯
な
紅
鱒
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
輝
徒
と
い
う
も
の

は
世
俗
の
事
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
只
管
に
道
を
求
む
べ
き
者
で
あ
る
。

偶
類
を
よ
く
す
る
龍
巻
に
と
っ
て
、
断
腸
事
と
い
え
ば
己
事
を
究
明
し
得
ぬ
迷

蒙
、
払
拭
し
き
れ
ぬ
煩
悩
魔
で
あ
る
は
ず
。
し
か
る
に
前
述
の
⑦
◎
は
落
葉
と
雨

声
の
寂
莫
た
る
自
然
に
愁
え
、
◎
㊤
は
猿
声
に
悲
し
み
、
㊥
㊦
は
友
人
と
の
別
離

を
傷
み
、
㊦
に
至
っ
て
は
佳
景
を
う
ま
く
吟
じ
得
ぬ
才
能
を
哀
し
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。

　
才
能
と
い
え
ば
こ
ん
な
作
品
が
あ
る
。

　
　
　
山
嵐

　
人
は
皆
巧
を
乞
ひ
て
天
を
望
み
去
る
に
　
　
人
皆
乞
巧
望
天
去

　
我
は
ロ
バ
だ
機
を
忘
れ
甕
を
抱
い
て
来
る
　
　
我
ロ
バ
忘
機
抱
甕
来

　
珍
重
す
　
山
中
殊
雁
の
者
　
　
　
　
　
　
　
珍
重
山
中
殊
雁
者

　
扶
疎
長
揖
し
　
斧
斤
交
は
る
　
　
　
　
　
　
扶
疎
長
揖
斧
斤
交

〈
訳
V
人
は
み
な
手
芸
の
上
達
を
祈
っ
て
天
を
望
む
の
に

拙
僧
は
た
だ
無
心
に
　
甕
に
銀
河
の
水
を
汲
ん
で
抱
い
て
帰
る

珍
重
す
べ
き
は
　
山
中
の
こ
の
仲
間
は
ず
れ
の
わ
し
な
の
じ
ゃ

木
の
枝
が
広
が
り
垂
れ
て
　
木
こ
り
が
入
っ
て
く
る
。

「
拙
才
」
と
題
し
は
す
る
が
、
な
か
な
か
技
巧
を
こ
ら
し
た
作
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
前
対
の
技
法
を
用
い
、
承
句
の
忘
機
は
”
心
の
働
き
を
忘
れ
て
無
心
に
な
る
”

と
い
う
輝
心
の
意
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
起
句
の
乞
巧
と
の
対
で
考
え
る
と
、

”
詩
作
の
上
達
を
願
う
心
を
や
め
る
”
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
転
句
の
殊
雁
は
恐
ら

く
龍
泉
の
造
語
で
あ
ろ
う
。
雁
と
い
う
鳥
は
長
幼
の
序
を
守
り
仲
間
の
結
束
が
強

く
、
ま
た
雁
王
と
い
う
語
は
仏
の
異
名
と
な
っ
て
い
る
。
故
に
殊
雁
を
”
長
幼
の

序
に
従
わ
ぬ
者
”
　
”
仲
間
は
ず
れ
の
僧
”
の
比
喩
と
解
釈
し
て
み
た
。
畢
寛
”
殊

雁
者
”
は
着
雪
自
身
な
の
で
あ
る
。
結
句
の
長
揖
は
会
釈
の
こ
と
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

　
功
成
り
て
も
爵
を
受
け
ず
、
長
揖
し
て
田
野
に
帰
る
。
　
（
左
思
「
詠
史
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
風
塵
の
外
に
高
踏
し
、
長
揖
し
て
夷
斉
に
謝
す
（
郭
瑛
「
遊
仙
」
）
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の
用
例
か
ら
、
脱
俗
の
意
も
含
ん
で
い
る
。
ま
た
『
荘
子
』
適
遙
遊
に
、

　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
“
斤
斧
に
天
ら
れ
ず
、
物
に
害
せ
ら
る
る
者
も
無
し
。
用
ふ
べ
き
所
書
き
も
、

　
な
ん

　
安
の
困
苦
す
る
所
あ
ら
ん
や
’

と
無
用
の
、
つ
ま
り
拙
才
の
大
木
の
”
無
用
の
用
”
を
説
い
て
い
る
が
、
扶
疎

（
木
の
枝
が
四
方
に
広
が
る
さ
ま
）
し
長
与
す
る
（
枝
が
垂
れ
る
）
大
木
に
も
、
龍
泉

は
自
己
を
投
影
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
え
に
”
断
腸
”
の
語
の
頻
出
を
述
べ
た
が
、
つ
い
で
に
”
7
の
字
の
多
用

に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
　
『
松
山
集
』
五
百
五
十
七
首
中
、
実
に
四
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
る
二
百
六
十
八
首
に
“
一
”
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
龍

泉
は
こ
の
”
一
”
に
、
①
数
量
の
一
、
②
わ
ず
か
の
数
と
い
う
ほ
か
に
、
③
北
斗

　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

以
南
元
一
人
（
上
南
朝
主
）
の
如
く
絶
対
を
表
し
、
④
門
訴
清
風
一
老
禅
（
清
風
庵
）

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
孤
清
、
⑤
天
地
一
嚢
難
置
錐
（
賀
見
性
満
住
三
聖
嗣
先
師
）
　
や
舞
月
光
風
只
一
糸

（
灘
住
）
は
全
即
一
、
一
即
談
の
境
地
を
表
す
な
ど
、
枚
挙
に
逗
が
な
い
。
む
か

し
倶
砥
と
い
う
和
尚
が
何
を
問
わ
れ
て
も
一
本
の
指
を
立
て
て
、
　
”
量
れ
天
龍
の

一
指
禅
を
得
て
よ
り
、
一
生
受
用
し
て
尽
き
ず
”
と
述
べ
た
、
そ
の
一
本
の
指
に

も
似
た
龍
泉
の
”
7
字
で
あ
る
。

　
龍
泉
令
淳
の
詩
風
の
第
三
の
特
色
を
述
べ
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い
知
ら
ず
識
ら

ず
横
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
が
、
南
北
朝
動
乱
期
に
彼
の
置
か
れ
た
立

場
は
甚
だ
微
妙
且
つ
不
安
定
で
、
そ
れ
が
心
情
的
に
は
自
尊
と
自
卑
の
分
裂
と
な

り
、
ひ
い
て
は
作
品
の
巧
拙
の
不
統
一
と
な
っ
て
表
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
定
光
寺
の
斉
長
老
に
寄
贈
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
た

　
自
ら
浮
名
の
去
留
を
磯
ぐ
る
を
笑
ひ
　
　
自
笑
浮
名
擬
去
留

　
　
　
み

　
雲
を
謄
て
幾
日
か
林
丘
に
臥
す
　
　
　
　
　
謄
雲
幾
日
墨
譜
丘

　
　
　
　
　
　
『
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

　
定
光
の
古
仏
　
今
猶
ほ
在
り
て
　
　
　
　
　
定
光
古
仏
今
猶
在

　
招
手
し
誰
を
し
て
点
頭
を
解
せ
し
む
る
　
　
招
世
教
誰
解
点
頭

暦
応
四
年
（
＝
こ
四
一
）
に
建
立
さ
れ
た
尾
張
の
応
夢
山
定
光
禅
寺
の
開
山
平
心

処
斉
（
＝
一
七
八
～
＝
二
六
九
）
に
贈
っ
た
七
絶
で
あ
る
。
起
句
で
浮
名
を
笑
う

の
は
、
盗
泉
自
身
浮
名
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
自
意
識
が
一
そ
う

出
処
進
退
を
さ
ま
た
げ
る
の
で
あ
ろ
う
。
浮
名
を
笑
い
と
ば
し
て
否
定
し
去
る
な

ら
、
誰
が
何
と
い
っ
て
招
こ
う
と
、
林
丘
に
幽
居
し
続
け
れ
ば
よ
い
の
に
、
　
”
幾

日
か
”
と
い
う
語
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
　
”
幾
日
”
の
二
字
に
彼
の
矛
盾
的
俗
心

が
ち
ら
り
と
露
呈
し
て
い
る
。
　
「
農
博
」
で
“
北
進
　
（
浮
名
の
為
に
あ
く
せ
く
す
る

こ
と
）
由
来
我
が
事
に
非
ず
”
と
言
い
放
っ
た
彼
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
沼
・
溜
二
弟
の
遠
く
来
る
に
謝
す

　
客
舎
窮
村
　
已
に
一
期
　
　
　
　
　
　
　
　
客
舎
蓮
村
已
一
期

　
幾
番
か
夢
に
和
し
て
京
師
に
到
る
　
　
　
　
寺
前
十
二
十
京
師

　
　
　
　
　
つ
つ
が

　
竹
松
歳
晩
悲
無
き
を
知
る
も
　
　
　
　
　
竹
松
歳
晩
知
無
悲

　
岩
下
の
残
梅
　
春
な
ほ
遅
し
　
　
　
　
　
　
岩
下
残
梅
春
尚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

前
作
で
”
林
丘
に
臥
す
4
と
悠
々
た
る
日
々
を
叙
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
”
窮

村
”
と
い
う
語
を
用
い
る
。
　
「
栽
松
」
と
題
し
て
、
　
”
甘
ん
ず
る
林
間
白
髪
の
僧

”
と
詠
じ
た
龍
泉
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
は
京
に
帰
り
た
が
っ
て
い
る
。
勘
ぐ
っ

て
解
す
れ
ば
、
彼
は
“
残
品
”
に
自
己
を
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

”
春
な
ほ
遅
し
〃
の
語
に
作
者
の
不
満
を
感
じ
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
不
満
と
い

え
ば
こ
ん
な
作
も
あ
る
。

　
　
　
不
満

　
家
常
鉢
を
添
ふ
る
は
何
の
過
か
有
ら
ん
　
　
　
家
常
添
所
有
何
過
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「
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

　
ぱ
　
す
　
ま

　
婆
子
還
た
言
ふ
　
　
「
生
を
厭
ふ
無
か
れ
」
と
　
面
子
言
言
無
吉
生

　
　
　
　
つ
い

　
大
海
は
終
に
能
く
足
る
を
知
る
べ
く
　
　
　
　
大
海
終
能
可
知
足

　
　
　
　
と
　
り

　
阿
師
の
肚
裡
　
幾
時
か
平
か
な
ら
ん
　
　
　
　
阿
師
肚
裡
幾
時
平

『
正
法
眼
蔵
』
五
十
九
の
「
家
常
」
に
、
　
．
仏
祖
一
句
は
、
仏
祖
家
常
の
茶
飯
な

り
”
と
い
う
文
が
あ
る
。
起
句
は
此
れ
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
老

婆
が
妙
齢
の
女
子
に
命
じ
て
、
禅
僧
の
庵
主
に
飯
を
給
侍
さ
せ
、
そ
し
て
抱
き
つ

か
せ
た
「
婆
子
焼
庵
」
と
い
う
逸
話
が
あ
る
が
、
承
句
は
こ
の
逸
話
を
踏
ま
え
て

い
る
。
素
直
に
こ
の
詩
を
読
む
と
、
画
師
（
和
尚
さ
ん
。
少
し
軽
ん
じ
た
呼
び
方
）
の

不
満
を
誇
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
自
分
自
身
に
対
す
る
自
戒
の
作
と
も
取
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
不
満
の
原
因
は
”
岩
下
梅
春
尚
遅
”
の
作
と
読
み
合
わ
せ
て

　
　
　
　
れ
ん

み
る
と
、
賛
寺
（
京
の
官
寺
）
に
出
世
し
得
ぬ
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
龍
泉
令
淳
の
詩
の
特
色
の
第
四
は
、
漂
泊
の
旅
を
よ
く
吟
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
略
年
譜
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
西
は
博
多
の
承
天
寺
、
東
は
せ
い
ぜ

い
尾
張
ど
ま
り
で
、
中
国
大
陸
は
お
ろ
か
鎌
倉
に
も
足
跡
を
印
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
え
い

　
　
　
雨
夜
に
渡
蔵
主
を
憶
ふ

　
軽
羅
　
両
薄
　
天
の
一
心
　
　
　
　
　
　
　
浮
跡
両
分
天
一
涯

　
　
　
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
風
に
約
が
ひ
て
幾
度
か
合
ひ
侃
ほ
開
く
　
　
約
風
幾
度
合
循
開

　
　
き
ん

　
単
裳
　
幽
独
寒
淋
の
上
　
　
　
　
　
　
　
　
単
裳
層
独
寒
壇
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
し
ば

　
愁
ひ
逐
へ
ど
舌
頭
に
乱
数
来
る
　
　
　
　
二
巴
管
頭
滴
数
来

転
・
結
句
を
読
む
と
、
艶
詞
と
誤
解
し
そ
う
な
作
品
で
あ
る
が
、
由
旬
で
龍
泉
は

自
分
の
人
生
を
浮
き
草
に
た
と
え
る
。

　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
客
中
結
夏
に
値
ふ

　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
谷
頭
の
杖
子
は
本
島
参
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
頭
杖
子
本
同
参

ゆ
　
　
　
　
　
と
ど

去
く
も
住
ま
る
も
自
由
　
雲
一
命
　
　
　
　
黒
住
自
由
雲
一
命

土
外
に
身
無
く
　
身
は
下
れ
土
　
　
　
　
　
土
蛮
無
身
身
黒
土

山
川
何
処
か
伽
藍
な
ら
ざ
ら
ん
　
　
　
　
山
川
何
処
不
伽
藍

　
　
　
　
　
　
し
っ
く

＜
訳
〉
壁
ぎ
わ
の
錫
杖
は
私
の
仲
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
ロ

行
く
も
留
ま
る
も
自
由
で
　
雲
は
わ
が
枢
。

土
の
ほ
か
に
身
は
無
く
身
と
土
と
は
一
如
、

山
も
川
も
す
べ
て
私
の
修
行
道
場
（
寺
）
な
の
だ
。

結
句
は
蘇
東
披
の
有
名
な
”
漢
声
曲
ち
広
長
舌
　
山
川
寧
ぞ
清
浄
身
に
非
ざ
ら

ん
”
（
谷
川
の
音
は
仏
の
説
法
山
の
姿
は
仏
の
御
姿
に
外
な
ら
ぬ
）
と
同
一
の

境
地
を
表
明
す
る
と
共
に
、
　
”
旅
こ
そ
わ
が
人
生
”
と
吟
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
点
綴
浮
雲
養
病
身
　
上
流
疎
柳
送
残
生
（
病
中
値
中
秋
）

は
、
徒
労
の
旅
に
疲
れ
た
前
半
生
を
悔
恨
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
病
気
が

弱
気
に
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き

　
　
　
甲
午
（
文
和
三
年
）
の
歳
、
　
連
り
に
罵
旅
を
歴
し
、
感
じ
て
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

　
東
に
帰
り
西
に
笑
ひ
共
に
聞
関
し
（
旅
に
苦
し
み
）
　
　
単
三
晩
鐘
行
路
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
手
裡
の
山
藤
（
つ
え
）
閑
な
り
得
ず
　
　
誰
か
風
月
を
将
っ
て
蒲
団
に
属
さ
ん

　
（
風
月
の
中
で
座
禅
す
る
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
「
松
山
集
」
に
は
旅
の
作
品
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
道
中
感
有
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
多
少
の
路
人
相
ひ
後
先
し
　
　
追
随
梢
や
久
し
う
し
て
歓
妖
を
在
す
　
　
一
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う

　
彼
々
共
に
手
を
分
ち
　
　
恋
謬
忘
れ
ざ
る
こ
と
旧
縁
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

　
途
中
の
離
合
面
立
の
人
か
　
　
郷
話
郷
音
倶
に
均
し
か
ら
ず
　
　
説
得
し
て
各
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き
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ミ
家
邑
の
美
を
誇
り
　
　
公
は
非
　
公
は
是
と
誰
を
し
て
陳
べ
し
め
ん

”
旅
は
道
連
れ
世
は
な
さ
け
”
の
諺
の
通
り
、
同
じ
街
道
を
行
く
他
人
ど
う
し

が
、
”
袖
触
れ
合
う
も
他
生
の
縁
”
と
、
方
言
ま
る
出
し
で
お
国
自
慢
を
し
て
い

る
道
中
風
景
を
活
写
し
て
い
て
、
龍
泉
の
作
品
の
中
で
は
明
る
く
て
め
ず
ら
し

い
。
し
か
し
、

　
　
　
道
中
感
有
り

　
　
　
　
　
　
す
べ

　
田
廉
山
舎
　
都
て
相
ひ
似
て

　
我
を
し
て
生
を
寄
す
る
に
安
ぞ
存
す
る
に
耐
へ
ん

　
道
に
在
る
は
唯
だ
恰
も
民
俗
野
に
し
て

　
行
く
行
く
自
ら
笑
ひ
　
荒
村
に
落
つ

“
都
”
　
”
令
”
　
”
安
”
　
”
恰
”

切
な
用
法
で
は
な
い
。

が
、
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し

泉
令
埣
の
本
心
が
露
呈
し
て
お
り
、

い
た
”
と
い
う
結
句
は
、

　
　
　
舟
中
の
元
日

　
ぽ
さ
　
方
に
停
れ
乾
坤
水
上
の
薄

　
浮
生
定
め
無
き
一
閑
人

　
舟
中
更
に
新
年
の
法
有
り
て

　
延
文
第
六
春
を
載
せ
て
起
つ

延
文
六
年
（
＝
二
六
一
）
の
元
日
に
も
、

と
う
た
う
。
し
か
し
さ
す
が
に
晩
年
と
も
な
る
と
、

も
“
自
笑
”
も
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
『
松
山
集
」
解
釈
と
鑑
賞

　
　
　
　
　
　
の
用
字
が
作
品
を
散
文
的
に
し
、

　
　
　
前
二
作
は
健
康
的
な
笑
い
を
誘
う
街
道
風
景
で
あ
っ
た

“
い
な
か
小
屋
に
ど
う
し
て
安
住
し
得
よ
う
”
と
言
う
承
旬
に
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
“
と
う
と
う
儂
も
荒
れ
は
て
た
村
に
闘
落
ち
つ

　
　
　
　
彼
の
自
嘲
的
な
に
が
笑
い
な
の
で
あ
る
。

田
里
山
舎
都
相
似

令
我
寄
生
安
野
存

在
替
手
恰
民
俗
野

立
白
張
笑
落
胤
村

　
　
　
　
し
か
も
余
り
適

　
　
　
　
　
　
　
方
是
乾
坤
水
上
薄

　
　
　
　
　
　
　
浮
生
無
定
一
閑
人

　
　
　
　
　
　
　
舟
中
更
有
新
年
法

　
　
　
　
　
　
　
載
起
延
文
第
六
春

　
　
　
　
　
　
龍
泉
は
舟
の
中
で
”
浮
生
定
め
無
し
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
生
の
“
愁
”
も
”
断
腸
”

一
閑
人
に
安
住
し
て
い
る
。
年
輪
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ

な
の
か
。

　
最
後
に
、
彼
の
絶
筆
に
近
い
作
品
を
読
ん
で
お
こ
う
。

　
　
　
乙
巳
（
貞
治
四
年
）
仲
春
　
入
内
し
口
号
す

　
山
中
に
落
忌
せ
る
野
市
の
僧
　
　
　
　
　
山
中
落
醜
野
怪
僧

　
履
子
　
風
高
く
紫
震
に
上
る
　
　
　
　
　
　
展
子
風
高
上
紫
震

　
錦
震
　
黄
独
の
気
を
留
む
る
を
恐
る
れ
ど
　
錦
震
恐
留
黄
昏
気

　
柄
衣
更
に
笠
田
の
春
を
帯
ぶ
　
　
　
　
　
柄
衣
更
紺
碧
桃
山

入
内
し
た
所
は
、
後
光
厳
帝
の
皇
居
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
御
兄
弟
と
い
わ
れ

る
二
村
上
帝
の
吉
野
行
宮
で
あ
ろ
う
か
。
起
句
と
対
照
的
に
考
え
る
と
前
者
の
よ

う
に
思
え
る
。
龍
泉
令
埣
は
こ
の
年
の
十
二
月
十
一
日
に
示
寂
し
た
。
生
年
は
不

明
で
あ
る
が
、
延
文
五
年
（
＝
二
六
〇
）
万
松
山
承
天
寺
に
住
し
た
年
を
五
十
歳

と
仮
定
す
る
と
、
円
通
寺
の
虎
鷹
師
錬
に
侍
し
た
の
は
十
四
五
才
、
示
寂
し
た
の

は
五
十
五
才
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
龍
泉
は
最
晩
年
の
自
己
を
、
起
句
で
”
落

ち
ぶ
れ
て
志
を
得
ず
野
宿
す
る
僧
”
と
自
覚
自
認
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
う

自
嘲
自
笑
で
は
な
い
。
承
句
の
”
風
高
”
が
そ
れ
を
証
明
す
る
。
　
”
転
学
気
〃

　
い
も
（
土
芋
の
に
お
い
）
も
”
碧
桃
春
”
（
仙
人
の
た
べ
る
長
寿
の
桃
）
に
裏
打
ち
さ
れ
た
謙

称
な
の
で
あ
る
。
唐
の
徳
宗
が
予
讃
の
高
名
な
の
を
聞
い
て
、
勅
使
を
遣
わ
し
て

招
く
と
、
癩
讃
は
牛
糞
を
燃
や
し
て
芋
を
焼
い
て
、
返
事
も
せ
ず
に
食
べ
て
い
た

と
い
う
禅
話
を
想
起
さ
せ
る
承
句
で
あ
る
。
こ
の
作
は
い
わ
ゆ
る
後
対
の
技
法
を

用
い
て
お
り
、
『
三
体
詩
』
で
周
弼
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
れ

　
此
の
体
（
後
干
の
詩
体
）
唐
人
の
之
を
用
ふ
る
こ
と
亦
た
少
な
り
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
唐
詩
に
は
少
な
い
技
法
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
大
ま
か
に
龍
泉
令
淳
の
詩
風
を
探
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
働
求
道
的
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「
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

偶
頬
的
で
あ
る
こ
と
、
②
身
辺
の
小
事
を
吟
詠
す
る
こ
と
、
③
賛
寺
に
出
世
し
得

ぬ
不
満
を
蔵
し
て
、
悲
哀
・
断
腸
・
憂
愁
を
よ
く
う
た
う
こ
と
、
四
浮
き
草
の
如

き
生
涯
を
詠
歎
し
て
い
る
こ
と
等
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、

何
も
彼
一
人
に
限
っ
た
特
色
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
不
統
一
の
、
時
に
は
矛
盾
せ
る

要
素
を
『
松
山
集
』
一
巻
に
包
含
し
て
い
る
所
に
、
彼
独
自
の
詩
風
が
あ
る
の
で

あ
り
、
そ
の
根
抵
に
は
、
南
北
朝
の
動
乱
期
に
、
悲
運
の
南
朝
の
血
を
受
け
て
生

き
た
と
い
う
、
血
肉
の
業
縁
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
龍
泉
令
埣
の
自
己
矛
盾
的
統
一
的
詩
風
の
、
矛
盾
の
契
機
が
彼
の
出
自
に
あ
る

と
す
る
な
ら
、
統
一
的
契
機
は
、
東
福
寺
派
の
禅
僧
と
し
て
の
修
行
に
あ
っ
た
。

四

　
龍
泉
令
洋
が
後
世
に
遺
し
た
文
学
的
足
跡
は
、
『
松
山
集
』
の
ほ
か
に
も
う
一

つ
、
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
の
編
纂
が
あ
り
、
こ
の
　
『
紀
年
録
』
の
記
述
の
随
所

に
、
彼
の
海
蔵
和
尚
（
虎
関
三
障
）
へ
の
敬
慕
の
念
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
『
松
山

集
』
の
中
か
ら
虎
関
に
捧
げ
る
作
品
を
読
ん
で
み
よ
う
。

　
　
　
先
師
の
塔
を
擁
す

　
失
脚
す
　
呉
王
城
畔
の
途
　
　
　
　
　
失
脚
呉
王
城
畔
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
と

　
灼
然
と
逢
著
す
　
老
烏
菟
　
　
　
　
　
灼
然
逢
起
坐
鳥
菟

　
千
年
朽
ち
ず
　
黄
金
の
骨
　
　
　
　
　
千
年
不
朽
黄
金
骨

　
　
　
　
　
　
ら
っ
し
ゆ

　
那
箇
の
風
顛
将
髪
を
解
す
る
　
　
　
　
那
箇
風
顛
解
将
髪

起
句
は
自
分
の
失
意
の
時
代
を
回
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鳥
菟
は
虎
の
異
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
、
勿
論
虎
関
師
錬
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
左
思
の
「
尊
話
賦
」
の
”
鳥
菟
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

族
、
犀
兜
辛
党
”
の
用
例
を
み
る
と
、
”
呉
王
城
畔
途
”
は
烏
菟
の
縁
語
と
し
て

用
い
ら
れ
て
お
り
、
大
覚
寺
統
の
血
脈
を
受
け
た
龍
車
が
、
皇
居
を
望
み
見
て
失

意
の
状
態
に
あ
っ
た
時
、
下
関
和
尚
に
参
侍
し
得
た
こ
と
を
前
半
で
う
た
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
転
句
は
郭
院
が
燕
の
竜
王
に
、
死
馬
の
骨
を
五
百
金
で
買
っ
て
千

金
の
生
き
た
馬
を
得
た
話
を
説
い
た
故
事
に
拠
っ
て
お
り
、
黄
金
骨
は
秀
れ
た
人

材
の
こ
と
で
虎
関
を
さ
す
。
”
将
髪
”
は
虎
の
頚
を
な
で
て
危
険
を
冒
す
意
と
、

他
人
の
髪
を
撫
で
て
親
愛
の
情
を
示
す
意
味
と
両
方
を
含
む
。
一
首
の
訳
は
、

　
都
大
路
で
前
途
を
見
失
っ
て
い
た
時

　
虎
関
民
具
に
逢
っ
て
脚
下
照
顧
す
る
事
が
出
来
た

　
先
師
の
秀
れ
た
禅
才
は
永
遠
に
朽
ち
る
こ
と
な
く

　
　
　
　
　
　
　
め

　
ど
こ
の
気
狂
い
奴
が
親
愛
の
情
を
示
す
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
　
雲
蔵
主
が
四
偏
を
賦
し
て
先
師
を
挽
む
韻
に
答
ふ

　
　
　
　
お
　
と

　
焦
尾
の
烏
菟
　
睡
り
正
に
濃
く
　
　
　
　
　
焦
尾
烏
菟
睡
正
配

　
冥
々
た
る
碧
霧
　
山
中
に
乾
る
　
　
　
　
　
冥
々
碧
霧
乱
山
中

　
時
あ
り
て
一
囎
し
林
堅
を
出
れ
ば
　
　
　
　
有
時
一
囎
乱
髪

　
海
蔵
の
波
瀾
　
疾
風
に
駕
す
　
　
　
　
　
　
海
蔵
波
瀾
駕
疾
風

〈
訳
V
尾
を
焼
い
て
人
と
化
し
た
虎
は
深
く
眠
り
（
虎
関
の
死
を
い
う
）

立
ち
こ
め
た
霧
は
山
中
に
乱
れ
流
れ
る
（
法
嗣
の
戸
惑
い
と
悲
し
み
の
象
徴
）

時
に
（
目
ざ
め
て
）
一
声
吼
え
て
林
や
谷
か
ら
出
る
と
（
海
蔵
門
派
の
再
興
）

龍
宮
城
の
大
波
は
風
に
の
っ
て
逆
巻
く

は
師
の
法
灯
を
高
く
挑
げ
ん
と
す
る
決
意
を
示
し
、

　
　
　
先
師
を
剥
す
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す
べ

　
看
来
れ
ば
物
々
惣
て
前
に
依
り
　
　
　
　
　
　
　
看
来
物
々
惣
依
然

　
鳥
は
深
木
に
宿
り
　
雲
は
碧
天
　
　
　
　
　
　
　
鳥
宿
唐
木
雲
碧
天

　
当
日
　
淵
明
　
注
脚
を
加
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
当
日
淵
明
正
注
脚

　
「
無
心
に
紬
を
出
で
倦
み
て
還
る
を
知
る
」
と
無
心
出
血
倦
知
還

　
く
訳
V
な
が
め
て
み
る
と
物
は
皆
（
先
師
の
生
前
と
）
同
じ
で

　
鳥
は
林
深
く
宿
り
　
雲
は
青
空
に
浮
ん
で
い
る

　
む
か
し
陶
淵
明
は
（
鳥
と
雲
と
に
）
注
釈
を
下
し
て

　
。
雲
は
無
心
に
以
て
舳
を
出
で
、
鳥
は
飛
ぶ
に
倦
ん
で
還
る
を
知
る
〃
（
帰
去
来
辞
）
と

　
う
た
っ
た
。

先
師
虎
関
．
の
死
の
悲
し
み
を
つ
き
ぬ
け
て
、
無
心
の
境
を
う
た
う
雷
雲
で
あ
っ

た
。
少
し
後
の
時
代
の
こ
と
だ
が
、

　
詩
ヲ
云
ニ
モ
淵
明
ハ
第
一
達
磨
、
直
指
見
性
の
処
ヲ
悟
タ
モ
ノ
ゾ
。
（
湯
山
聯
句

　
抄
）

と
い
う
よ
う
に
、
陶
潜
は
悟
達
の
詩
人
と
し
て
五
山
禅
僧
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。

　
但
し
、
虎
関
は
陶
聖
明
の
こ
と
を
、
“
潜
や
介
潔
沖
朴
の
士
と
謂
ふ
ぺ
け
れ
ど
、
大
賢
に

　
は
非
ず
。
詩
も
其
の
人
の
如
し
”
（
『
済
北
集
」
巻
十
一
）
と
述
べ
て
、
絶
対
視
し
て
い
な

　
い
。

　
こ
の
ほ
か
「
先
師
舎
維
流
舎
利
」
「
与
諸
友
整
先
師
遺
稿
」
な
ど
を
詠
じ
て
、

深
く
師
を
敬
慕
す
れ
ば
こ
そ
、
龍
泉
は
虎
関
の
遺
志
を
継
い
で
、
達
磨
忌
の
普
及

発
展
と
、
『
元
亨
読
書
』
入
監
に
尽
力
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
公
武
の
信
頼
の
篤

い
玄
慧
に
「
客
演
醒
老
書
」
を
送
っ
て
、
本
朝
の
達
磨
忌
普
及
の
為
に
幕
府
の
説

得
を
頼
む
。
ま
た
、

　
虎
関
ノ
書
記
ノ
位
デ
、
東
山
ノ
師
四
谷
ト
云
三
二
済
北
院
ト
云
ヲ
カ
マ
エ
テ
イ

　
ラ
レ
タ
ゾ
。
コ
コ
デ
元
亨
釈
書
ヲ
作
ラ
レ
タ
ゾ
。
諸
家
工
目
録
ヲ
コ
ワ
レ
タ

　
　
　
　
　
　
　
『
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

　
ゾ
。
ソ
ノ
内
嵯
峨
ノ
一
派
サ
カ
リ
ニ
シ
テ
、
虎
杖
が
伝
ニ
ノ
セ
ズ
ト
モ
カ
ク
レ

　
ナ
イ
事
ト
云
テ
目
ダ
サ
ヌ
ゾ
。
夢
窓
ノ
伝
ナ
リ
ゾ
。
（
玉
算
抄
）

と
い
う
よ
う
に
問
題
点
は
あ
っ
た
が
、
『
元
亨
釈
書
』
が
日
本
最
初
の
僧
と
い
う

偉
業
に
変
り
は
な
く
、
特
に
龍
泉
は
、
ω
『
春
秋
』
『
史
記
』
は
複
数
の
人
の
手

に
成
っ
た
が
虎
関
は
一
人
目
書
い
た
こ
と
、
②
中
国
の
訳
経
は
多
く
の
僧
が
従
事

し
た
が
、
虎
関
は
一
人
で
日
本
の
古
記
を
漢
文
に
翻
し
た
こ
と
等
を
誇
り
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
、
（
上
海
蔵
先
師
書
）
『
元
亨
釈
書
』
入
蔵
を
北
朝
の
朝
廷
に
上
奏
し
た
。
そ
の
奔

走
が
効
を
奏
し
、

　
延
文
庚
子
（
五
年
）
六
月
に
至
り
、
旨
有
り
て
蔵
に
入
れ
頒
行
す
。
蓋
し
其
の

　
徒
円
通
の
長
老
令
埣
の
請
に
よ
る
な
り
。
（
『
空
華
集
』
十
九
「
東
福
寺
海
蔵
七
重
刊

　
元
亨
図
書
化
疏
）

と
あ
る
よ
う
に
大
蔵
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
龍
泉
令
淳
は
大
い
に
喜
び
、
さ

っ
そ
く
次
の
偶
頒
を
作
っ
た
。

　
　
　
皇
帝
勅
し
て
仁
平
を
大
蔵
に
入
れ
た
ま
ふ
を
賀
し
奉
る

　
塵
外
の
摩
尼
人
識
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
塵
外
摩
尼
人
不
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

　
九
天
に
推
出
す
れ
ば
転
た
玲
瀧
　
　
　
　
九
天
推
出
転
玲
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
む
く

　
君
王
の
宝
　
価
を
酬
い
難
く
　
　
　
　
　
君
王
之
宝
難
酬
価

　
収
め
て
龍
宮
海
蔵
中
に
在
り
　
　
　
　
　
収
在
龍
宮
海
蔵
中

　
〈
訳
〉
塵
世
を
超
越
し
た
如
意
宝
珠
の
こ
と
を
人
は
誰
も
知
ら
な
い

　
高
い
大
空
（
九
重
の
宮
中
の
大
蔵
）
に
出
す
と
ま
す
ま
す
美
し
く
輝
く

　
艦
ど
の
宝
と
し
て
無
上
の
価
値
が
あ
り

　
龍
宮
の
宝
蔵
（
大
蔵
及
び
海
蔵
院
の
意
を
含
め
る
）
に
収
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

起
句
は
永
嘉
玄
覚
の
『
証
道
歌
』
の
”
摩
尼
珠
人
車
ら
ず
、
如
来
蔵
裡
に
親
し
く
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『
松
山
集
」
解
釈
と
鑑
賞

へ収
得
す
”
に
拠
っ
て
お
り
、
摩
尼
珠
は
仏
性
を
意
味
す
る
。
故
に
転
句
は
、
九
重

　
　
　
　
み
か
ど

に
い
ま
す
帝
の
見
性
成
仏
を
も
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
『
元
亨
釈
書
』

が
大
蔵
に
入
れ
ら
れ
る
と
、
虎
関
の
法
嗣
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
五
山
の
諸
尊
宿

が
入
蔵
を
賀
し
て
偶
を
作
り
、
無
比
単
況
（
海
蔵
院
々
主
で
、
こ
の
人
が
龍
泉
に
勧
め

て
上
奏
文
を
書
か
せ
た
と
い
う
）
が
そ
れ
ら
五
十
三
首
を
一
詩
軸
と
し
た
。
『
獅
子

絃
』
と
称
せ
ら
れ
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
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